
要望

表門の茅葺屋根を1999年に解体修理したが、地震対策は特にしてい
ない。

堀家は丹生川沿いあり、水害が多い。特に2012年、2017年の大雨で
は床下浸水に。家の前の川底が土砂のために浅くなっている。川底を
掘り、洪水や土砂崩れなどの水害対策を要望したい。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の予定

要望

①対策の現況

② ①の回答が
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Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施
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奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

当主母堂の堀昭子さん

日

堀家住宅表門

年2018 6 月 24 記入者 小倉つき子

所在地

調査対象先

電話番号 0747－32－0730五條市西吉野町賀名生１

小倉

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

亀田 久門 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

火災報知機、受信機や消火器などの防火対策は県の指導通り備えて
はいる。

今後の予定 火災と分かったら、まず、119番に通報と肝に銘じている。

要望 火災受信機などの使用法を十分に教えてほしい。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



堀家住宅（左上）前を流れる丹生川 【調査票記入者（小倉つき子）の感想】

丹生川沿いにあり、家の前の川底が土砂のために浅
くなっている。甚大な豪雨被害が心配される昨今、文
化財保護はもとより、流域居住者の安全のためにも、
早急に川底を掘るなどの水害対策をするべき。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

門の茅葺屋根の中にハチの巣があったが、今はなくなっている。シロ
アリ被害の可能性はある。最近、鳥が屋根の茅をついばんでいる。

③今後

表門の火災報知機 表門の火災受信機

調査対象先 堀家住宅表門

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

県指定の堀家住宅表門 表門茅葺屋根の、鳥がついばんだ跡

今後の予定、
要望

特になし。


